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５．研究・調査の目的 

 

2011 年東北地方太平洋沖地震による関東地方における地盤の液状化による被災地域は、

東京湾岸地域と利根川下流地域を中心に広域に分布している。公共施設の建物や道路など

の社会基盤インフラ構造物が、地盤沈下・地盤流動・すべり破壊などのさまざまな被災形

態で被害を受けた。これらの中の代表地点を抽出し、各地点において一連の原位置貫入試

験を実施し、液状化の発生した地層の特定を行ない、被災形態の検証を行なう。具体的に

は、地盤沈下・地盤流動の被災形態が、千葉県浦安市の埋立て地区や、千葉県香取市役所

近隣において見られた。すべり破壊の被災形態は、茨城県ひたちなか市那珂湊近隣の道路

盛土において見られた。これらの地点において、日本側チームは、スウェーデン式サウン

ディング試験を用いた地盤調査を実施し、米国側チームは、コーン貫入試験・表面波探査

試験を中心とした地盤調査を実施する。得られた試験結果と現地視察から、被災形態の特

徴を明らかにし、今後の復旧支援に資する地盤情報を構築することとする。 

 

６．研究・調査の成果 

 ６－１ 研究・調査の成果 

 



地震地盤災害調査は、社会的な要請から復旧が迅速に実施されることから、緊急を要す

る作業である。スウェーデン式サウンディング（ＳＷＳ）試験を利用した地盤災害調査を、

千葉県浦安市、千葉県香取市佐原地区、茨城県潮来日ノ出地区、茨城県神栖市深芝・鰐川

地区、同神之池周辺、茨城県ひたちなか市那珂湊地区において実施することができた。 

日米両国の地盤工学を専門分野とする研究者・技術者の間には、従来より、地震地盤災

害調査にあたり、良い協力体制にあるが、本プロジェクトを通じて、米国の研究者・技術

者の来訪時には協力体制を組むなどすることにより、その一環をなすことができた。とく

に、米国の研究者・技術者は、河川堤防やダムの地震時挙動に興味を持っているが、被災

地において実地調査を実施することができた。 

地盤災害地での地盤調査手法はさまざま存在するが、決め手となる手法に欠いている。

本プロジェクトの実施により、広域にわたる地盤の液状化被害の調査とその検証へのＳＷ

Ｓ試験の有用性を示すことができた。 
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